
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 16 回県サ連定期総会（終了） 

7 月 5 日（日）第 16 回千葉県手話サークル連絡協議会定期総会が行われまし

た。今年度はコロナウイルス感染拡大を受け書面表決とし、加盟サークルから委

任状及び議決権行使書を合わせ 2 分の 1 以上で総会は成立いたしました。 

総会の報告は県サ連事務局より、加盟サークルにお送りいたします。 

 

加盟サークル配信 

コロナ禍のサークル運営はどうしているの？ 

どんな工夫をしているの？加盟サークルでの 

状況や工夫、フェイスシールド比べました！ 

を加盟サークルへ配信しました。 

詳しくは県サ連担当者へ。 
 

 

県サ連オリジナルカルタ完成！！ 
ケンちゃん・レンちゃん防災カルタが完成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは県サ連創立 15 年記念として、昨年『防災』を題材に読み札を募集、投票

いただいき制作したものです。 

カルタは各ブロック会議で順次配布といたします。各サークルへの配布時期に

ばらつきが生じますことご了承ください。 

たくさんのご応募、投票ありがとうございました。 

 

千葉県手話サークル連絡協議会 
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津波フラッグ 

今年に入ってからも、全国各地で地震が頻発しています。特に海沿いの地域に

お住まいの方は、「地震のあとには津波が来る！！」と思って行動しているかたが

多いのではないでしょうか。 

耳が聞こえない・聞こえにくい方に海水浴場等で津波警報を知らせるために、

視覚的伝達として旗「津波フラッグ」が加わりました。各地の海水浴場等で順次運

用予定です。残念ながら今年は、海水浴場の閉鎖が相次いでいますが、 

この旗を見たらすぐに避難しましよう！ 

 

 

 

 

 
 

「津波フラッグ」は白と赤の格子模様の旗で、 

津波警報が出されたときに示されます。 

デザインは危険を伝える船舶の国際信号旗 

U 旗と同じ。 

千葉県の手話 
 千葉県内にはたくさんの名所、ゆかりの人物がいます。「伊能忠敬」「屛風ヶ浦」

「鋸山」など手話ではどう表現するの？県協会では千葉県内の手話の保存・表現

を確定する委員会があり、「みみしお」7 月号からこれら手話表現の連載が開始。 

こちらは 6 月 18 日（木）三団体会議の席上、 

県聴覚障害者協会から情報提供がありました。 

「みみしお」は県協会が発行する機関誌、年間購読料は 2,500 円。 

 
 

また、県協会のホームページでは各市協会作成の 

「コロナをふっ飛ばせ！応援メッセージ」 

が掲載されています。 

千葉県聴覚障害者協会で検索または QR コードから 

県サ連ホームページ http://www.kensaren.sakura.ne.jp/ 

発 行：千葉県手話サークル連絡協議会 責任者：外口晴久 

 

 

 

 

 

千葉聴覚障害者 

センターHP 内 

千葉県聴覚障害者 

協会のページに 

お進みください。  

千葉聴覚障害者センター Fax 043-308-5562 Tel 043-308-6372 

http://www.kensaren.sakura.ne.jp/

